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　１１月３日、第１３回香美市市民賞表彰式

が香美市役所で開催されました。

 同賞は、産業・教育・文化・政治・福祉な

どの分野で活躍、貢献のあった方を表彰する

ものです。

　今年は、２名の方が受賞され、式典では、

法光院市長のあいさつや来賓の依光県議会議

員からのお祝いの言葉の後、表彰状と記念品

が授与されました。受賞されたお二人の、今

後ますますのご活躍をお祈りいたします。

岡部克己さん（土佐山田町西本町）７９歳

　岡部克己さんは、平成１２年まで土佐山田町消防

署に勤務され、退職後は地域の防災会会長を務めら

れるなど、地域消防・防災の発展に貢献されました。

また、少年野球のコーチややまびこ会の活動を通し

て地域教育の推進にも尽力されました。

髙橋啓彰さん（香北町美良布）７１歳

　髙橋啓彰さんは、昭和５０年に髙橋歯科医院を

開業して以来、長きにわたり歯科医師として、深

い見識のもと地域医療の発展に尽力されました。

また、学校歯科医として、保健衛生の向上にも大

きく貢献されました。

▲髙橋啓彰さん（右） ▲岡部克己さん（中央）

香美市防災士連絡会設立香美市防災士連絡会設立

　１０月１３日、香美市防災士連絡会設立総会が開

催され、６８名の防災士の賛同を得て、香美市防災

士連絡会が設立されました。

　この会は、防災・減災対策の担い手となる防災

士が互いに連携を強化し、個々のスキルアップや、

地域および関係機関との繋がりを深めることで、

災害に強いまちづくりに貢献することを目的とし

ています。

 総会終了後は、記念講演として高知県内で防災士

として広くご活躍されている北村俊幸氏より、ご

自身の経験を踏まえて、避難所の運営・自主防災

組織との関わりをテーマにお話しいただき、防災

士が地域で担う役割を再確認しました。

　今後は、勉強会などを通じて、本会の目的を達

成するための各種事業を展開していきます。

ナイターペタンクリーグナイターペタンクリーグ

　１０月７日から１０月２８日にかけて、香北総

合型競技施設で、第１４回香美市ナイターペタン

クリーグが開催されました。

　今年は６チームが参加、試合はトリプルス（３

人一組）で行われ、昨年に引き続き優勝した楽虎

会は４年連続優勝を果たしました。

優　勝　楽虎会

準優勝　物部クラブ

３　位　土佐山田　

▲優勝チームの楽虎会（左から大和啓志さん・岡村彰夫さ

ん・貞岡絹子さん）


